
＜お問い合わせ先＞ 

  尚絅学院大学 教育研究支援課 

  （大学広報室）清野 正恵 

  TEL: 022-381-3501       

Email:ksien@shokei.ac.jp 

＜本件担当教員＞ 

尚絅学院大学 

非常勤講師 梶原 一貴 

TEL：080-6027-1020 

Email: k_kajiwara@mo.shokei.ac.jp 

尚絅学院大学 総合人間科学系 社会部門  

教授 藤本 吉則  

Email：y_fujimoto@shokei.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

リリース日：2025年 8月 22日   

― 高校生が地域を語り、大学生が学ぶ ― 
尚絅学院大学「コミュニティデザイン論」で蔵王高校と連携したフィールドワークを実施 

 

報道関係者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より本学院の教育へご理解・ご協力いただき、誠にありがとうございます。 

 

本学では、「まちづくり」を社会教育の視点から学ぶ授業「コミュニティデザイン論」の一環として、８月２６日（火）

午前に蔵王町でフィールドワークを行い、宮城県蔵王高等学校との連携による特別授業を実施します。蔵王高

校との高大連携授業は今回が初めての試みとなり、地域と教育、行政が結びついた新たな学びの形を目指しま

す（午後は蔵王町内の文化財の保存と活用に関する講話・フィールドワークを実施） 

 

・本フィールドワークでは、蔵王高等学校が取り組む「蔵王ジオツアー・高校生ガイド」の活動をテーマに、高

校生たちが大学生に向けて蔵王ジオパークの概要や魅力を紹介します。町内に点在するジオサイトの一部を

実際に巡り、ガイド役を務める高校生と、学びを深める大学生との双方向の交流を展開します。 

 

・高校生たちは日頃から地元、蔵王の自然や地質、歴史文化を学び、それらを伝えるガイド活動を通じて、地

域の魅力を再確認し続けています。今回の連携授業は、大学生にとっても地域活性化の実例を体験的に学ぶ

貴重な機会となります。 

 

・本授業の講師は、地域振興を担う蔵王町役場職員で尚絅学院大学の非常勤講師を務める梶原。社会教育

主事としての現場の経験と行政職員としての視点を交えながら、地方創生のリアルを学生たちに伝えます。 

 

地域と連携した実践型の教育を通じて、地域社会に貢献できる人材の育成を目指しています。「尚絅学院大

学と蔵王高等学校、蔵王町の３者連携」「蔵王ジオパークに関する蔵王高校の取り組み」をフォーカスいただける

と幸いです。 
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【フィールドワークの概要】 

 

講 義 名：コミュニティデザイン論（講義テーマ：まちづくりにおける社会教育の役割） 

講  師：梶原 一貴 かじわら かずき（蔵王町役場 ／尚絅学院大学 非常勤講師） 

テ ー マ：午前の部／蔵王ジオパークと高校生ガイドの取り組み 

（午後の部／蔵王町の歴史と文化財-その保存と活用） 

日時・場所：令和７年８月２６日（火） 

午前の部／10:00〜12:20 蔵王高校〜疣岩分水工〜蔵王ハートランド〜刈田嶺神社（里宮） 

※高校で開始式・パネル発表等を行い、その後の経路は大学生・高校生一台のバスで移動して活動し

ます 

午後の部／14:00〜16:30 刈田嶺神社（白鳥大明神）〜蓮蔵寺ほか 

※大学生と講師のみで活動する時間です 

参 加 者：○尚絅学院大学 2〜4年生 ○蔵王高等学校「ジオツアー」ガイドメンバー 

○蔵王町環境政策課ジオパーク推進室専門員（午後の部：生涯学習課文化財整理室職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


